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チ ャ 害虫の 微 生物的防除
6こ し

鹿児島 県茶業試験場 西
ゃ っ か の なか と し 申 き

八束 ・ 野中 喜之

は じ め に
カ ン ザ ワ ハ ダニ ， ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ で， こ れ ら 8 種

の害虫 は， い ず れ も 主 要茶産地 の 防除暦 に組み込 ま れ て

い る 。茶園 に お い て も ， 他の作物 と 同様 に 害虫防除の大部分

は化学農薬 に よ っ て 行わ れ て お り ， 現在の平均的な防除

回数は年 10�11 回 で あ る 。 化学農薬 は ， こ れ ま で生産の

増加や安定 に 大 き く 貢献 し て き た が， そ の 多用 に よ り 薬

剤抵抗性害虫 の 出現や 防除後の リ サ ー ジ ェ ン ス な ど の 問

題が生 じ (刑部， 1986a) ， 生産現場 に新た な対応が求 め

ら れて い る 。 近年， 国民の 自 然環境保全 に対す る 要求や

食品 に安全性 を 求 め る 意識 は き わ め て 強 い 。 特 に ， 茶 は

保健飲料で あ り ， 洗 う こ と も な く 飲食 さ れ る た め， 消費

者の残留農薬 に よ せ る 関心 は 高 い も の が あ る 。 そ こ で、

こ れ ら の 諸 問 題 に 対応 す る た め ， チ ャ の 害 虫 防 除 に も

「害虫管理J の考 え が提唱 さ れて い る 。 ま ず， 1970 年代 に

微生物 農薬 BT 剤利 用 の 研究 が チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ

キ で行わ れ (刈屋， 1977) ， 続 い て ， 頼粒病 ウ イ ル ス の利

用 に よ る 防除が コ カ ク モ ン ハ マ キ (OHO et al. ，  1974 : 山

田 ・ 珍保， 1976 : 志賀 ・ 中沢， 1980 : 佐藤， 1981) と チ

ヤ ハ マ キ (小泊， 1980) で研究 さ れ， 実用化 に つ い て も

検討がな さ れ た 。

表 - 1 日 本産茶樹害虫 の天敵目 録

現在 ま での チ ャ 害虫の 防除 に は， ハ マ キ ム シ類 を 中心

に 有機 リ ン剤や合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 な ど の非選択性殺虫

剤が多 用 さ れて お り ， 天敵類 に 悪影響 を 及 ぼ し て い る こ

と が明 ら か と な っ て い る (高木， 1974 : 浜村， 1986) 。 こ

の こ と か ら ， 選択性 の 高 い天敵微生物 を 用 い て ， ハ マ キ

ム シ類 を 防除す る 方法 は ， 今後の 防除体系 の鍵 に な る で

あ ろ う と 思わ れ る 。

I チ ャ の主要害虫

圃場での発生実態 を 加味 し て 再整理 し た 日 本産茶樹害

虫 ( 沖 縄 に つ い て は 調査不十分 ) の 種類 は ， 直麹 目 l

種， シ ロ ア リ 目 1 種， ア ザ ミ ウ マ 目 9 種， 半麹 目 30 種，

鱗麹 目 36 種， 甲 虫 目 7 種， 膜麹 目 1 種， 双麹 目 1 種， ダ

ニ 目 8 種， ハ リ セ ン チ ュ ウ 目 10 種， ニ セ ハ リ セ ン チ ュ ウ

目 2 種の計 106 種 と な っ て い る (刑部， 1986b) 。 こ れ ら

の う ち で， 防除 を 要 す る 主要害虫 は チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ

マ キ ， チ ャ ハ マ キ ， チ ャ ノ ホ ソ ガ， ヨ モ ギ エ タ シ ャ ク ，

チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ パ イ ， チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ，

チ ャ ノ コ
カ ク モ ン
ハ マ キ.，

チ ャ ハ マ
キ.，

チ ャ ノ ホ
ソ ガ剖

ヨ モ ギ エ
ダシ ャ ク .，

チ ャ ノ キ
イ ロ ア ザ
ミ ウ マ

チ ャ ノ ミ
ド リ ヒ メ
ヨ コ ノ Tイ

ク ワ シ ロ
カ イ ガ ラ
ム シ叫

ナ カ. チ ャ
コ ガネ.，

ウ イ ノレ ス

GV ， EP 
V ， CPV 

NPV ， GV ， 
EPV ， CPV 

GV 
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E チ ャ 主要害虫の微生物的防除

日 本産昆虫 の 天敵微生物 目 録 ( 岡 田 ら ， 1993) を 参考

に ， チ ャ 主要害虫 に対す る 天敵微生物 を表ーl に ま と め た 。

1 ウ イ ルス

現在， チ ャ 害虫で防除 に 実用 化 さ れ， 実際 に利用 さ れ

て い る ウ イ ル ス は コ カ ク モ ン ハ マ キ 頼粒病 ウ イ ル ス

(AoGV) と チ ャ ハ マ キ 頼粒病 ウ イ ル ス ( HmGV) の み で

あ る 。 こ の ほ か の ウ イ ル ス に つ い て は ， 今の と こ ろ 現場

で利用 に 至 っ て い な し 当。 コ カ ク モ ンハ マ キ核多角体 ウ イ

ル ス オ ラ ン ダ株 (AoNPV (N) ) は ， 散布世代 の被害軽

減効果が期待 で き る 素材であ る が， 幼虫 に ウ イ ル ス を 接

種 す る 手 間 の か か る 増 殖 方 法 で あ る た め に ( 佐 藤 ，

1984) ， ウ イ ル ス の生産 は行わ れて い な い。 ま た ， チ ャ ノ

コ カ ク モ ン ハ マ キ 昆虫 ポ ッ ク ス ウ イ ル ス (AoEPV) は，

チ ャ ハ マ キ に も 病原性 を 示 し (石川 ， 1983) 両ハ マ キ ム

シ の 同時防除が可能 な ウ イ ル ス で あ る が， 実用化 に は至

っ て い な い。

こ こ で， 実際 に 実用化 さ れて い る GV 利用 に よ る ハ マ

キ ム シ類の防除法 に つ い て ふ れ て お く 。 特 に ， 天敵微生

物 な ど生物的防除資材 は そ の特性 を よ く 理解 し て使用 し

な け れ ば， そ の効果が十分 に発揮で き な い。 そ こ で， 鹿

児 島 県 で頼粒病 ウ イ ル ス を利用 し た チ ャ の ハ マ キ ム シ類

の 防除法 を現場 に 普及す る に 際 し ， 特 に 留意 し た 点 を 中

心 に 紹介 し た い。

( 1 )  導入の経緯

GV を利用 し た チ ャ の ハ マ キ ム シ類 の 防除 は， 1984 年

か ら 5 か年間， 農林水産省の 「高度防除技術確立事業j

で大規模 に 試験が行わ れた。 そ の結果， GV の増殖 は比較

的容易 で あ り ， ま た ， 現地実証防除試験で高 い 防除効果

が明 ら か と な っ た こ と か ら ， AoGV と HmGV 利用 に よ

る 防除技術の実用化 を 図 る こ と に な っ た 。 そ の後， 県 内

の茶産地 に お い て は， 本防除法の効果 と 安全性か ら 本 ウ

イ ル ス 利用 の 要望が高 ま り ， こ れ に 答 え る た め ， 1990 年

か ら の農林水産省 の 「広域低 コ ス ト 防除体制整備事業」

に よ り ， 県 内 5 か所 に GV 増殖施設が整備 さ れ， 生産者

自 ら が増殖経費 を 負担 し て 運営 を し て い る 。 表 2 に ， 曽

砂 ・ 肝属地域の頼粒病 ウ イ 1レ ス 増殖施設， 事業概要 を示

し た 。 増殖施設 はーか所当 た り 4�6 名 の 作業員 に よ り ，
年 間 1 ， 000�2 ， 000 ha 分 の GV の 生産 が可 能 で あ る 。

199 1 年 に GV の 供 給 が 開 始 さ れ て 以 来 ， 1994 年 に は

4 ， 436 ha の 県 内 の茶園 で利用 さ れて お り ， 今後 は ， 約 8 割

に相当 す る 約 6 ， OOO ha の茶園 に 導入 さ れ る 見込みであ る 。

( 2 )  GV 利用 に よ る ハ マ キ ム シ類の 防除法

チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ キ と チ ャ ハ マ キ は ， 収量 ・ 品質

に 悪影響 を 及 ぽ す チ ャ の 重 要 害虫 で あ る 。 鹿 児 島 県 で

は ， 年 4�5 世代発生 し ， 従来， 本害虫 を 対象 に 年 4 回 の

薬剤防除が行わ れ て い た が， GV を 利 用 す る こ と で本害

虫 に 対 し て 少 な く と も 年 2 回 の薬剤防除削減が可能 と な

っ た (図ー1) 。 防除 に あ た っ て は， 幼虫 は若齢期 ほ ど GV

に 感受性が高 い こ と ， 茶園 に 散布 さ れた GV は 紫外線等

に よ り 早期 に 不活化 し ， 葉上で は 7�10 日 間で ほ と ん ど

病原性 を 失 う こ と ( 図 2) ， な ど を 考慮 に 入 れ な け れ ば な

ら な い。 特 に ， チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ キ で は ， GV が散布

翌世代以降へ伝搬す る こ と か ら ， 散布世代 の穣病虫率が

散布翌世代 の擢病虫率 に 影響 し ， 散布世代以降の幼虫密

度低減効果 と し て 現 れ る 。 GV の適期散布 に よ り 散布世

代 の幼虫 の，寵病率 を 高 く す る こ と が， 防除効果 を 高 め る

た め に は重要 で あ る ( 図-3) 。 こ れ ら の こ と か ら ， GV の

散布時期が防除効果 を左右す る 重要 な ポ イ ン ト で あ り ，

表ー3 よ り GV の 散布時期 は発蛾最盛 日 よ り 10 日 後 ご ろ

が最適で あ る 。 ま た ， 散布条件 と し て ， 擢病 し た 幼虫 は

表 ー 2 曽珍 ・ 肝属地域 に お け る 頼粒病 ウ イ ル ス 利用防除体制整備
事業の概要

項 目
ウ イ ル ス利用面積 (2 市 15 町) I 1 ， 250ha (72%) 
ウ イ ル ス 使用量 (ha 当 た り ) I コ カ ク モ ン ハ マ キ 2 ， 000 頭

1 ;量， チ ャ ハ マ キ 1 ， 000 頭量
ウ イ ル ス 増殖量 | コ カ ク モ ンハ マ キ 2 ， 500 ， 000 

頭量， チ ャ ハ マ キ 1 ， 250 ， 000 
頭量

ウ イ ル ス 増殖施設面積 160 m' 
ウ イ ル ス 増殖施設費 29 ， 291 ， 810 円
施設費負担割合 | 国庫補助 50%， 町 25%， 農

樽殖作業人員
ウ イ ル ス 増殖経費
増殖経費内訳

600 

雄 400誘
殺
煩
数

200 

協 25%
6 名

22 ， 500 ， 360 円
人件費 70%， 飼料代 14%， 光
熱水費 7%， そ の他 9%

3 4 5 6 7 8 9 10 I I  (月 )

図 - 1 茶園 でのハ マ キ ム シ類発生状況 と 農薬散布状況
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死亡す る こ と ， 発生量が比較的少 な い世代 で あ る こ と ，

幼虫 の発生がそ ろ い安定 し た 擢病虫率が得 ら れ る こ と ，

GV の 防除効果が散布世代 の 次世代以降 に発現す る こ と
な ど を 考慮す る と ， 散布 に 最 も 適 し た世代 は ， 一番茶摘

採後 に 当 た る 第一世代 の幼虫ふ化期 に 散布す る こ と が最

も 望 ま し い 。

散布濃度 ・ 量 に つ い て は， lOa 当 た り AoGV は擢病虫

200 頭量， HmGV は 100 頭量 に 当 た る GV を 200 1 の水

に希釈 し， 展着剤 を加え茶園 に散布す る 必要が あ る (表 4) 。

GV 利用 に よ る 防除方法 と 効果 は ， 図-4 の フ ロ ー チ ャ

ー ト の と お り で あ る 。

( 3 ) 混用薬剤

天敵微生物 を導入す る 場合 は ， 薬剤 の 天敵 に 及ぽす影

響 を 考慮 し な け れ ばな ら な い。 ま た ， 茶園で同時に発生

す る 他 の 害 虫 も 考慮 し ， 混 用 薬 剤 を 選択 す る 必要 が あ

る 。 混用 で き る 薬剤 は ， 基本的 に は GV に 影響の な い ア

ル カ リ 性以外の薬剤 で あ る が， 他 に GV の 生態系 での残

存 を 図 る た め に ， ハ マ キ ム シ 類 に 対 し て 活'性の少な い薬

剤 を 用 い る 必要が あ る 。 こ れ ま で に 確認 し た 混用可能な

薬剤 は表 5， 6 に 示す と お り で あ る 。 今後 も ， こ の よ う な

選択性の あ る 薬剤の 開発が望 ま れ る 。

80 

←一一・ チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハマキ
頼粒病 ウ イ ル ス (AoGV)

色 」 チ ャ ハ マ キ 頼粒病
\ 、 ，，- 一・ ウ イ ル ス (HmGV)
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図 - 2 散布棄に お け る 頼粒病ウ イ ルス の活性持続 (1986 年)
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図 - 3 頼粒病 ウ イ ル ス 散布世代擢病虫率 と 翌世代の 権病
虫率 と の関係 ( チ ャ ノ コ カ ク モ ンハ マ キ ， 1989 年)

2 細菌
細菌 に よ る チ ャ 害虫 防 除 に つ い て は ， 現在 の と こ ろ

BT 剤 がチ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ キ に 適用 さ れ て い る だ り

で あ る 。 BT 剤が登録 さ れ て ， 10 年以上 に な る が， 現場

での利用 は 少 な い。 こ れ は ， GV の よ う に 世代間の伝搬が

全 く 期待で き ず， 他の化学殺虫剤 と 同様 に 反復 し て 使用

す る 必要があ る た め ， 化学殺虫剤 の魅力 に勝て な い た め

で あ ろ う 。 し か し ， 最近の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の技術 に

よ り ， 殺虫 ス ペ ク ト ラ ム の 広 い BT 剤 や ， BT の結品性 タ

ン パ ク 遺伝子 を Pseudomonas に 組 み 込 ん で環境抵抗性

を増 し た 製剤が作出 さ れ， チ ャ に お い て も 登録 申 請 中 で

あ る 。 近 い将来， こ の よ う な BT 剤 が登録 さ れ使用 が可

能 と な れ ば， 本来， BT 剤 の 特徴 と す る 安全性の 高 さ や天

敵に対す る 悪影響の 少 な さ ， そ し て ， 微生物防除資材 と

し て の扱 い や す さ か ら ， 利用場面 は 大 き く ， 現場 に 最 も

導入 し や す い微生物殺虫剤 に な る で あ ろ う 。

表 - 3 頼粒病 ウ イ ル ス の散布時期 と 羅病虫率 と の関係

散布時期
権病虫率 (%)

コ カ ク モ ンハ マ キ | チ ャ ハ マ キ

発蛾最盛 日 9 日 後 81 . 0 50 . 0  
後
後
後

口い日
口一日
口凶

喝4ム
内、u
n叫d

'A
1i
1a

 

95 目 。
82 . 6  
52 . 6  

62 . 9  
63 . 8  
65 . 4  

表 - 4 散布 GV 濃度 と 権病虫率 と の関係

GV 濃度事
擢病虫率 (%)

コ カ ク モ ンハ マ キ チ ャ ハ マ キ

50 頭量 74 . 1  
100 11 84 . 4  80 . 8  
200 11 95 . 0  87 . 0  
400 11 96 . 4  

‘ 200 1/10a 

( チ ヤ ノ コ カ クモ ンハマキ 即日 Itt/10. \
チャハマキ 100巧 1t!/10. !

ウ イ ル ス次 世代へ継続伝捕
次 世 代 幼 虫 植 がJ老 執 幼 虫 ml に 死 亡

除 効
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表 - 5 混用可能な薬剤 (殺菌剤)

対象病害

炭 網も
も 輸 赤

そ ち ち 斑 焼
薬 剤 名 病 病 病 病 病

イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩液剤 O 
イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 ・ 銅水和剤 O O O O O 
カ ス ガ マ イ シ ン ・ 銅水車日剤 O O 
ト リ ア ジ メ ホ ン水和剤 O O O 
フ ル ア ジ ナ ム 水和剤 O O O O 
TPN フ ロ ア プル O O O O 

表 - 6 混用可能な薬剤tl (殺虫剤)

対象病害

チ ア チ ヒ チ ハ カ l
ヤ ザ ヤ メ ヤ ダ ン l
ノ ミ ノ ヨ ノ ニ ザ |
ホ ウ キ コ ミ ワ
ソ マ イ ノ f ド

薬 剤 名 ガ ロ イ リ

ジ ア ルペ ン ズ ロ ン水和剤 O 
テ フ ルベ ン ズ ロ ン乳剤 O 
プ エ ノ キ シ カ ル プ水和剤 O 
ププロ フ ェ ジ ン水和剤 O O 
カ Yレ タ ッ プ水i容剤 O O O 
チ オ シ ク ラ ム 水和剤j O O O 
DDVP 乳剤 O O 
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 水和剤 O O O 
ク ロ フ ェ ン テ ジ ン水和剤 O 
シ ヘキ サ チ ン水和剤 O 
テ ト ラ ジ ホ ン乳剤 O 
テ ト ラ ジ ホ ン ・ DDVP 乳剤j O 
テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 乳剤 O 
へ キ シ チ ア ゾ ク ス ・ DDVP 乳剤 O 
ピ リ タ ベ ン水和剤 O O O 
フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー 卜 水和剤 O O 
ポ リ ナ ク チ ン複合体 ・ CPCBS 乳剤 O 

3 糸状菌
中 国 ， 旧 ソ 連 で Entomoþhthora が チ ャ ハ マ キ な ど に

利用 さ れた例 (河上， 1991) は あ る が， 日 本でチ ャ 害虫

に 利 用 が図 ら れ実用化 さ れた も の は な い。 糸状菌 は 数 も

豊富で あ り ， 感染 も 経皮 的 に 侵入 し病気 を 引 き 起 こ す の

で， 他の微生物 と 違 っ て 吸汁性の害虫 に利用が期待 さ れ

て い る 。 例 え ば， 梅雨時期 に ， チ ャ 闘 に 発生 し た ク ワ シ
ロ カ イ ガ ラ ム シ に し よ う 紅菌 (Nectria flammea) が激発

す る こ と が あ り ， 本菌 を 利 用 す る こ と も 有効 な 防除法 と

考 え ら れ る 。 し か し ， 本 菌 の 病原性 に 関 す る 報告 (佐

藤， 1986) は あ る が， 利 用 が試み ら れて い な い。

チ ャ 害虫 で は Beauveria amorpha に よ る ナ ガ チ ャ コ

ガ ネ の 防除試験が行わ れ て い る が， 現在の と こ ろ そ の効

果 は判然 と し て い な い (埼玉茶試， 1993�94) 。

糸状菌 の 多 く が そ の効果 を 発揮 す る た め に は適 当 な湿

度が必要 で あ り ， 畑作害虫 に 利 用 さ れ る 可能性が低 い

(国見， 1990) と の 指摘 も あ る 。 こ れ ら 天敵微生物の一般

的特徴 に つ い て は， 国見 (1990) に よ り 要約 さ れて い る

の で そ ち ら を 参照 さ れた し 、

皿 こ れか ら の展望 と 問題点

チ ャ 害虫 の 防 除 も 害虫管理 の 視点 に 立 ち ， 寄生性天

敵， 捕食性天敵， そ し て 病原微生物 な ど の環境抵抗性 を 最

大限 に 取 り 入れた 防除体系 の確立 を 目 指す 必要 が あ る 。

し か し ， チ ャ 害虫 は 多種に わ た り 発生量 も 多 い の で，

必然的 に 化学農薬 に よ る 同時防除が実施 さ れ て い る の が

現状で あ る 。 こ の よ う な 現状 で は ， ま ず， 天敵への影響

を重視 し て 農薬 を整理 し ， 農薬 と 天敵の相補的利 用 を 進

め る こ と が急務で あ る (桐谷 ・ 志賀， 1990) 。 そ の点， 天

敵微生物 は比較的薬剤 と の調和が容易 で あ る の で， 総合

防除体系 を 現場 に 導入す る た め の第一歩 と な る も の と 期

待 さ れ る 。 し か し ， 反面， 天敵微生物 は 現場 で は 化学農

薬 と 同 じ よ う に使用 さ れ， 同様な効果 を 期待 さ れが ち で

あ る 。 し た が っ て ， 天敵微生物 を利用 し た 防除 を行 う 場

合 は ， 微生物 も 天敵側 に 位置 づ け そ の 短所 を よ く 理解

し， 長所 を 十分 に 生かせ る よ う な環境 を 作 り 出 す こ と が

必要であ る 。

ま た ， も う 一つ の 問題 は ， チ ャ 害虫 の 経済的被害許容

水準が十分 に 解明 さ れて い な い こ と か ら ， 天敵微生物 な

ど を利用 し て 防除す る 場合 も ， 害虫管理の視点 に 立 っ た

害虫 の要防除限界密度 を 明示 で き な い こ と であ る 。 こ の

こ と が天敵微生物の効果 を 制 限 し ， そ の有効性 を 過小評

価 し て い る 要因 と 考 え ら れ， 被害許容水準の 解明 は ， 今

後， 早急 に 取 り 組む べ き 課題 で あ る 。

お わ り に

広瀬 (1984) は ， 害虫や天敵の個体数の 変動 は 生息場

所 の 安 定 性 と 密 接 に か か わ っ て い る と 考 え ， HALL 

(1979) ら の分析結果 を 用 い て ， ①最 も 不安定 な生息場所

と し て の一年生 ・ そ の他短 い作期 の 作物畑， ②中 間 的 な

安定度 の生息場所 と し て の 果樹園や そ の他 の 多 年生作物

園， ③最 も 安定 し た 生息場所 と し て の森林 ・ 原野， の順

で生息場所の安定度 を 三 つ に 分類 し な が ら も ， 導入天敵

の成功例の割合 は 中 間 の安定度 で あ る 果樹園が最 も 高 い

と し て い る 。 こ れ は ， 果樹園 の算定な ど， 適宜 の人間の

介入 は む し ろ 果樹園 を長年 に わ た っ て 一定 の状態 に保 つ

結果， 人為の あ ま り 及 ば な い 森林 ・ 原野 よ り ， 実 際 は 安

定度 の 高 い 生息場所で あ る 可能性 が あ る と 述べて い る 。
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こ れ を 茶園 に 置 き 換 え て 考 え る と ， 意識的 に あ る い は無

意識 に ， 年数回 に わ た っ て 収穫対象 で あ る 葉の摘採が行

わ れ て お り ， こ れ は ， r適宜 の 人 間 の 介入j が行わ れ て い

る と み る べ き で， 茶園 も 上記の 果樹園 と 同様 に ， 安定度

が高 ま っ た 生息場所 と 考 え ら れ る 。 こ の こ と は ， 今後，

化学農薬 に だ け頼 る こ と な し 微生物 を 含 め た 天敵の利

用 を 図 り 環境抵抗性 を最大限 に利用 す れ ば， 茶園 は安定

し て 「害虫管理j の可能な環境で あ る こ と を示唆 し て い

る と 思わ れ る 。

引 用 文 献

1 ) 浜村徹三 (1986) : 茶業試験場研究報告 21 : 121 �201 
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「殺虫剤」

エ ト プロホス粒剤(S . 12.27登録)
本剤 は， 1966 年 に モ ー ビ ル ケ ミ カ ル社 (米国) に よ っ て ， 殺

虫活性の あ る こ と が発表 さ れた 有機 リ ン 系 の化合物であ る 。
線虫類 ( ネ コ プセ ン チ ュ ウ ， ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ ， シ ス ト セ ン
チ ュ ウ 等) に 卓効 を 示 し ， ま た ， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ や コ
ガ ネ ム シ類幼虫等 に も 防除効果 を 示す。 従来 の土壌 く ん蒸剤
に比べ， 粒剤型で取 り 扱い が容易 で あ り ， 作物への薬害が少な
し 播種前， 定植直前で も 広範囲の作物 に 使用 で き る 。

商品名 : モーキャ ッ プ 3MC 粒邦l
成分 ・ 性状 : 製剤 は， 0 エ ル チ = S， S ジ プ ロ ピ ル = ホ ス ホ

ロ ジ チ オ ア ー ト を 3 . 0%含む類白色細粒であ る 。 純品 は淡黄色
透明液体で， 比重 1 . 094， 沸点、 86�910C， 蒸気圧 3 . 50 x lO-4
mmHg (260C) ， 溶解度 (g/ !， 250C) 水に対 し 0 . 75， ア セ
ト ン 240 以上， シ ク ロ ヘ キ サ ン 230 以上， ジ ク ロ ロ エ タ ン 380

以上， ジ エ チ ル エ ー テ ル 220 以上， エ タ ノ ー ル 240 以上， キ シ
レ ン 260 以上。 熱安定性 は， 500Cで 12 週間安定， 1800Cで 8 時
間安定， 酸 ・ ア ル カ リ 安定性 は 酸 に 安定， ア ル カ リ に や や不安
定， 紫外線に は比較的安定であ る 。

(構造式)
SC‘Hõ 

/ C，H，O-P.、
11 \ o SC，H7 

適用作物 ・ 使用 目 的 及 ぴ使用 方法 . 表- 1 参照。
使用上の注意事項 :
① 石灰等 ア ル カ リ 性肥料 と の 同時施用 は さ け ， 少 な く と

も 本剤処理の 1 週間前に施用す る こ と 。
② DCPA 剤 と の 同時施用及 び近接散布は薬害を生ず る お

そ れが あ る の で さ け る こ と 。
③ 播種又 は定植時 に 園場全体に均一 に 散布 し， 1O�20cm 

の深 さ に 土壌 と 十分 に 混和す る こ と 。
④ 散布や混和が不均一の場合 に は薬効不足や初期生育の

遅延等の薬害 を生 ず る お そ れが あ る の で注意す る こ と 。
⑤ 一時 に 広範 囲 に 使用 す る 場合 は ， 散布器具 は飛散が少

な く ， 均一 に 散布 で き る 乗用 ト ラ ク タ ー 装着粒剤施用機

3) 石川 巌 (1982) : 第 26 回応動昆大会議要 ， p. 139. 
4) 刈屋 明 ( 1977) : 茶業研究報告 53 : 51�55. 
5) 桐谷圭治 ・ 志賀正和 (1990) 天敵の生態学 ， 東海出版 ，

東京 ， 152�166p. 
6) 小泊重洋 (1980) : 植物防疫 34 ( 10 )  : 36�40 
7) 国見裕久 ( 1990) : 向上 44 (8) : 37�42 
8) 野中言語之 ら ( 1994) : 鹿児島県茶業試験場研究報告 10 : 

1�26. 
9) 岡 田斉夫 ら ( ]993) : 天敵微生物の研究手法 ， 日 植防 ， 東

京 ， 192�222p 
10) 刑部 勝 (1986a) : 茶業研究報告 64 : 1�6. 
1 1 ) 一一一一 ( 1 986b) : 同上 64 : 45�54. 
12) 佐藤 威 (1981 ) : 植物防疫 35 (5) : 45�49 
13) 一一一一一 ( 1984) ・ 向上 38 (8) : 22�25. 
14) 佐藤敏夫 (1986) : 蚕糸研究 136 : 17�28. 
15) 高木一夫 ( 1974) 茶業試験場研究報告 10 : 91�131 .  
16) 梅谷献二 ら ( 1988) : 農作物の ア ザ ミ ウ マ ， 全国農村教育

協会 ， 東京 ， 337p

を 用 い る こ と 。
⑥ 本剤の使用 に あ た っ て は使用量， 使用時期， 使用方法 を

表 - 1 エ ト プ ロ ホ ス 粒剤 ( モ ー キ ャ ッ プ 3MC 粒剤)

10 ア ー ル
本剤及びエ ト

作物名 適用害虫名 当 た り 使用時期
プ ロ ホ ス を 含

使用方法
む農薬の総使

使用量
周 囲数

ばれい
ジ ャ ガ イ モ
シ ス ト セ ン 30 Kg 

し ょ
チ ュ ウ 植付時

全面土壌
かんしょ 30�40 Kg l 回

混和
ネ コ プセ ン

き ゅう り
チ ュ ウ 30Kg 定植時

ト マ ト

誤 ら な い よ う に 注意 し ， と く に 初 め て 使用 す る 場合 に は
病害虫防除所等関係機関 の 指導 を 受 け る こ と が望 ま し

毒性 (急性毒性) 普通物
① 取 り 扱 い に は十分注意す る こ と 。 誤 っ て 飲 み 込 ん だ場

合 に は 吐 き 出 さ せ ， 直 ち に 医師 の 手 当 を 受 け さ せ る こ
と 。 本剤使用 中 に 身体 に 異常 を感 じ た場合に は 直 ち に 医
師の手当 を 受 け る こ と 。

② 本剤 の 解毒剤 と し て は 動物実験で硫酸 ア ト ロ ビ ン製剤
と PAM 製 剤 の 併 用 投 与 が有 効 で あ る と 報告 さ れ て い
る 。

③ 散布の際 は農薬用 マ ス ク ， 手袋， 長 ズ ボ ン， 長袖の作業
衣な ど を 着用 す る こ と 。 ま た ， 粉末 を 吸 い 込ん だ り 浴びた
り し な い よ う 注意 し， 作業後 は直 ち に手足， 顔な ど を 石 け
ん で よ く 洗 い ， う がい を す る と と も に 衣服 を 交換す る こ
と 。

④ 作業時 に 着 用 し て い た 衣服等 は 他 の も の と は分 け て 洗
濯す る こ と 。

⑤ か ぶ れ や す い 体質 の 人 は 取 り 扱 い に 十分注意 す る こ
と 。

( 魚毒性) B 類
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